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	ウィナーAAフロアブル
	■種 類 名：イプフェンカルバゾン・ブロモブチド・ベンスルフロンメチル水和剤
	■有効成分：イプフェンカルバゾン 5.0%
	ブロモブチド 18.0%
	ベンスルフロンメチル 1.4%
	■登録番号：第23313号
	■毒    性：普通物(毒劇物に該当しないものを指していう通称)
	■登録初年：2013.08.06
	■性    状：類白色水和性粘稠懸濁液体
	■有効年限：3年
	■包    装：500mlｘ20本、2㍑×6本
	【特長】
	 水稲に対する安全性が高い、田植同時処理可能な一発処理除草剤。
	 新規有効成分イプフェンカルバゾンがノビエの発生を長期間抑える。
	 ＳＵ抵抗性雑草（ホタルイ、コナギ、アゼナ類）に有効。
	【適用内容】(2018年10月末日現在)
	【効果・薬害等の注意】
	◆ 砂質土壌の水田及び漏水田（減水深2cm/日以上）
	◆ 軟弱な苗を移植した水田
	◆ 極端な浅植の水田及び浮き苗の多い水田
	◆ 散布後に高温傾向が続くと予想される時
	◆ 滴下は使用機種の使用基準に従って実施すること。
	◆ 滴下に当っては散布装置のノズルを使用しないこと。
	◆ 作業中、薬液が漏れないように機体の配管その他装置の十分な点検を行うこと。
	◆ 隣接する圃場に水稲以外の作物が栽培されている場合は、無人航空機による本剤の滴下は行わないこと。
	◆ 水源池、飲料用水等に本剤が飛散、流入しないように十分注意すること。
	◆ 本剤滴下に使用した装置は十分洗浄し、薬液タンクの洗浄廃液は安全な場所に処理すること。
	◆ 本剤の滴下に使用した無人航空機の散布装置は、水稲以外の作物への薬剤散布には使用しないこと。

	【安全使用上の注意】
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